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第138号
令和３年
１月31日

赤穂義士四十七士の一人で、当市出身の堀部安兵衛の生誕地を広く市内外に発信しようと、赤穂義士が討ち入りを
果たした12月 14日を前にして、市議会定例会初日の11月 30日に、赤穂義士の法被を着用して本会議に臨みました。
当日は、多くのテレビ局や新聞社から取材を受けました。
今後も、市議会として、新発田市を積極的に PRし、盛り上げていきたいと考えています。

赤穂義士の法被姿で本会議
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◎
議
会
提
出
議
案

◎
市
長
提
出
議
案

２
年
度
補
正
予
算

一
般
議
案

人
事
議
案

一
般
質
問

令
和
２
年
度
補
正
予
算
、
一
般
議
案
、
意
見
書
な
ど

令
和
２
年
度
補
正
予
算
、
一
般
議
案
、
意
見
書
な
ど
3535
議
案
を
審
議

議
案
を
審
議

　

12
月
定
例
会
は
、
11
月
30
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
の
17
日
間
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
補
正
予
算
議
案
の
ほ
か
、
条
例
案
な
ど
の
一
般
議
案
、
意
見
書
案
、
人
事
議
案
な
ど

を
審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
、
市
長
等
の
政
治
姿
勢
な
ど
、
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

提案理由説明を行う市長

人
事
議
案

○
人
権
擁
護
委
員
（
適
任
）

　
　
長
谷
川

　
安
博

　
氏
（
蔵
光
）再

任

　
　
小
島

　
美
枝
子

　
氏
（
豊
町
）再

任

　
　
芦
田

　
　
隆

　
　
氏
（
真
野
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

新
任

　

○
12
月
定
例
会
の
概
要

　

○
議
決
結
果
ほ
か

○
一
般
質
問

○
意
見
交
換
会
の
概
要
ほ
か

　

○
常
任
委
員
会
審
査
状
況

○
議
会
報
告
会
の
概
要

　

○
２
月
定
例
会
日
程
予
定
ほ
か

○
編
集
後
記
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一般会計予算
２億9,188万９千円の増額補正

ふるさとしばた応援寄附推進事業 9,486万円

障害者自立支援給付事業 528万円

緊急経済対策事業 1,000万円

公営住宅長寿命化事業 207万円

災害情報伝達システム整備事業 440万円

新発田城整備事業 305万円

ひとり親世帯臨時特別給付金事業 5,261万円

予防接種事業 2,098万円

〈12月補正予算の主な内容〉
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12月定例会議決結果

件　名
審査した
委員会
※１

議決
結果
※２

令

和

会

共
道
し
ば
た

日
本
共
産
党

つ

な

ぐ

会

公

明

党

無所属 賛

　

成

反

　

対

青
木
三
枝
子

渡
邉

　
葉
子

※３ ※４

市
長
提
出
議
案

人事案件 
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

条例の一部改正
新発田市一般職の職員の給与に関する条例及び新発田市一般職の任期付職員の採用等
に関する条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０

新発田市特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０
新発田市個人情報保護条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 23 1
新発田市職員の旅費に関する条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０
新発田市職員の特殊勤務手当に関する条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０
新発田市保健施設設置及び管理に関する条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０
新発田市国民健康保険税条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０
新発田市営住宅条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０
新発田市地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化のための固定資産
税の課税の特例に関する条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０

新発田市公共下水道事業受益者負担に関する条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０
新発田市公民館設置及び管理に関する条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０
新発田市児童クラブ条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０

条例の廃止
新発田市藤塚浜会館設置及び管理に関する条例及び新発田市出張所設置条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０
新発田市加治川総合福祉センター設置及び管理に関する条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０
新発田市公共下水道維持管理基金条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 ０

令和２年度補正予算
一般会計（第12号） 分割付託 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 23 1
一般会計（第13号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
国民健康保険事業特別会計（第３号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
介護保険事業特別会計（第３号） 社会文教 可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ 20 4
後期高齢者医療特別会計（第３号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
コミュニティバス事業特別会計（第３号） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
下水道事業会計（第３号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

その他
和解及び損害賠償の額の決定について 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
字の変更について 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
字の変更について 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
字の変更について 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0
字の変更について 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

議
会
提
出
議
案

意見書
北朝鮮による拉致問題の早期解決を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 23 1
防災・減災、国土強靭化対策の継続的な推進を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 23 1
核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書 可決 ※５ ○ ○ ○ ○ ○ × 14 10

請願
老齢基礎年金等の抜本的な改善を求める請願 社会文教 否決 × ○ ○ × × ○ × 8 16
「蔵春閣」の利活用について、市民との協働による検討を求める請願書 総務 可決 ○ ○ × × × × × 14 10
核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書の提出に関する請願書 総務 可決 ※５ ○ ○ ○ ○ ○ × 14 10

陳情
旧御免町幼稚園跡地に関する陳情 経済建設 取下げ承認
「蔵春閣」の付帯施設整備への早期着工と一体的な利活用の早期実施に向けた陳情書 総務 可決 ○ ○ × ○ ○ × ○ 20 4

※１ 「総務｣　　：総務常任委員会
　　 「社会文教｣：社会文教常任委員会
　　 「経済建設｣：経済建設常任委員会
　　 「分割付託｣：各常任委員会に分割して付託されたもの
　　　ただし、審査した委員会がない案件は本会議で即決
※２ 「可決｣： 全員賛成または賛成多数により可決、推薦、承認、採択等と議決したもの
　　 「否決｣： 賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決したもの

※３　｢○｣： 会派構成議員全員または各無所属議員がその議案等に対して「賛成」したもの
　　　｢×｣：  会派構成議員全員または各無所属議員がその議案等に対して「賛成以外」のもの
※４　  議長は地方自治法第116条により表決には参加しないため、表決に参加する全

議員数は24人です。
※５　 令和会のうち1人（小柳はじめ議員）は賛成、9人（若月学議員、今田修栄議

員、宮崎光夫議員、小川徹議員、湯浅佐太郎議員、板垣功議員、水野善栄議
員、五十嵐良一議員、板倉久徳議員）は反対。
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◎ 北朝鮮による拉致問題の早期解決を求める意見書

◎防災・減災、国土強靭化対策の継続的な推進を求める意見書

◎核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書

会派名 所　属　議　員　名

令 和 会 若月　学、今田修栄、宮崎光夫、小川　徹、比企広正、湯浅佐太郎、小柳はじめ、板垣　功、水野善栄、
五十嵐良一、板倉久徳

共道しばた 入倉直作、小坂博司、小林　誠、三母高志
日本共産党 加藤和雄、宮村幸男、佐藤真澄
つ な ぐ 会 阿部　聡、中野廣衛、中村　功
公 明 党 渡邊喜夫、石山洋子

※　青木三枝子議員、渡邉葉子議員は会派に属していません。
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市
で
は
『
新
発
田
市
文
化
財
保
存
活

用
計
画
』
を
平
成
30
年
か
ら
３
か
年
間
で

作
り
上
げ
て
い
く
。
市
中
の
歴
史
・
文

化
・
先
人
な
ど
の
掘
り
起
こ
し
を
し
っ
か

り
と
行
っ
て
、
現
代
的
価
値
と
し
て
再
評

価
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
魅
力
や
個
性

と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
①
ど
の
地
域
の
何
を
調
査
し

て
い
る
の
か
。
②
現
在
行
わ
れ
て
い
な
い

祭
り
や
風
習
等
は
含
ま
れ
る
の
か
。
③
地

域
が
大
事
に
す
る
価
値
観
の
伝
授
に
つ
い

て
は
、
人
間
形
成
に
重
要
な
幼
少
期
か
ら

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

一般質問
議員の

＆

市
のQ
A

　質問時の録画映像を視聴できる二次
元コードを、質問議員ごとに添付して
います。スマートフォンやタブレット
端末の専用アプリで、映像をご覧にな
りたい議員のコードを読
み取ると、議会中継サイ
ト内の該当ページにアク
セスでき、映像を閲覧す
ることができます。

歴
史
的
資
産
を
活
用
し
た
地
域
の

活
性
化
に
つ
い
て

新発田城表門
（国指定重要文化財）
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新
発
田
市
に
お
け
る
有
害
鳥
獣
対
策
と
は
？

当
市
に
お
い
て
、
10
月
１
日
、
熊
に

よ
る
傷
害
事
件
が
発
生
し
た
。
今
年
は
例

年
に
な
く
熊
の
出
没
が
多
く
な
っ
た
。
県

も
「
熊
出
没
警
戒
警
報
」
を
出
し
、
そ
の

後
、
最
高
警
戒
レ
ベ
ル
の
「
熊
出
没
特
別

警
報
」
を
出
す
ま
で
に
至
っ
た
。
市
に
お

い
て
は
、
担
当
各
課
の
職
員
や
警
察
、
消

防
で
市
内
全
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た

だ
き
、
広
報
活
動
を
集
中
し
て
強
化
し
て

い
た
。
熊
の
目
撃
・
痕
跡
情
報
を
「
新
発

田
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
」
で
注
意
喚
起
し
て

い
る
が
、
熊
の
被
害
に
つ
い
て
今
後
は
ど

の
よ
う
な
具
体
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
伺

う
。

①
ア
ク
リ
ル
板
に
特
化
し
た
助
成
を

行
い
、
専
門
的
見
地
か
ら
の
設
置
基
準
を

示
し
、
万
全
な
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
も
と
各

店
舗
に
設
置
を
促
し
て
は
。
②
ア
ク
リ
ル

板
を
設
置
し
た
店
に
対
し
、
感
染
防
止
に

努
め
て
い
る
店
と
し
て
市
が
推
奨
す
る
安

全
・
安
心
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
布
し
て

は
。

陸
の
孤
島
に
な
ら
な
い
よ
う
新
発
田

駅
橋
上
化
の
実
現
を

①
地
下
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
駅
前
地
下

道
を
使
い
続
け
る
こ
と
、
及
び
駅
橋
上
化

の
必
要
性
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は
。
②

新
潟
・
新
発
田
間
の
列
車
の
本
数
を
増
や

し
、
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
Ｊ

Ｒ
に
対
し
市
は
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い

る
か
。

熊檻の設置の様子

マ
ス
ク
を
外
す
飲
食
店
に
飛
沫
感
染
防
止

の
た
め
の
ア
ク
リ
ル
板
設
置
を

駅東地下通路東口付近



一般質問

〔8〕

①
地
域
の
活
性
化
と
し
て
、
源
氏
の

佐
々
木
盛
綱
と
平
家
の
板
額
御
前
の
源
平

合
戦
の
道
路
を
「
源
平
街
道
」
と
命
名
す

べ
く
、
資
料
採
取
は
で
き
な
い
か
。
②

佐
々
木
盛
綱
が
青
少
年
時
代
の
約
20
年
間

過
ご
し
た
神
奈
川
県
海
老
名
市
へ
新
発
田

盛
綱
会
が
視
察
に
行
っ
た
際
、
懇
談
会
に

海
老
名
市
長
自
ら
出
席
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ

と
も
佐
々
木
盛
綱
の
御
縁
で
防
災
協
定
を

締
結
し
交
流
を
深
め
た
い
と
の
話
が
あ
っ

た
が
い
か
が
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
思
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
は
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
学
校
運
営
に
取
り

組
む
仕
組
み
で
あ
る
。
東
豊
小
学
校
で
は
令

和
元
年
６
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
と
の
答
弁

だ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
歩
み
は
い
か
が
か
。

年
度
内
に
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

等
の
配
置
な
ど
学
校
で
の
使
用
に
向
け
て

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
①
授
業
等

で
使
用
す
る
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
計

画
を
進
め
て
い
る
か
。
②
新
型
感
染
症
が

全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る
が
、
万
一
、
休

校
措
置
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合

の
準
備
は
で
き
て
い
る
か
。

し
ば
た
の
心
継
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て

今
年
度
か
ら
、
し
ば
た
の
心
継
承
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

①
各
校
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の

か
。
②
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
ど
の
よ
う
に
関

連
付
け
て
い
る
か
。

Ｇギ

ガ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て

盛綱が建立した藤戸神社

佐
々
木
三
郎
盛
綱
こ
こ
に
あ
り

歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
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①
高
度
情
報
社
会
の
到
来
に
向
け
て

国
が
発
表
し
た
、
児
童
・
生
徒
一
人
一
台

の
学
習
用
端
末
と
学
校
に
お
け
る
高
速
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
を
受
け
、
当
市
で
は

令
和
３
年
度
か
ら
実
施
活
用
と
な
る
が
、

具
体
的
な
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

②
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
と
教
員
の
連
携
等
整
備
の
状

況
は
ど
う
か
。
③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
り
授
業

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

か
。
④
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
へ
の
対
応
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
に
よ
る
授
業
ス
タ
イ
ル
の
変
更
な
ど
学

校
現
場
に
与
え
る
影
響
を
ど
う
捉
え
て
い

る
か
。

全
国
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
第
３
波
の
到
来
が
報
じ
ら
れ
て
い

る
。
新
発
田
市
で
も
10
月
24
日
に
は
当
市

初
と
な
る
感
染
者
が
発
生
、
新
た
な
局
面

を
む
か
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
市
が

現
在
検
討
し
、
ま
た
準
備
を
進
め
て
い
る

同
感
染
症
第
３
波
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

蔵
春
閣
移
築
と
市
民
参
加
に
よ
る

地
域
活
性
化
に
つ
い
て

市
民
団
体
が
、
蔵
春
閣
移
築
を
契
機

に
市
の
地
域
活
性
化
や
蔵
春
閣
の
利
活
用

を
目
指
し
運
動
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
て

い
る
。
そ
こ
で
、
現
時
点
で
市
は
、
蔵
春

閣
移
築
を
契
機
と
し
た
市
内
駅
前
ゾ
ー
ン

の
活
性
化
を
含
め
蔵
春
閣
の
活
用
と
運
営

を
ど
の
よ
う
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
伺
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
３
波
へ
の

備
え
に
つ
い
て

当
市
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て



一般質問
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昨
年
に
続
き
山
の
餌
不
足
で
、
熊
や

猪
の
出
没
が
相
次
ぎ
被
害
防
止
が
急
務

だ
。
①
猟
友
会
と
被
害
集
落
に
人
的
、
財

政
支
援
は
で
き
な
い
か
。
②
山
と
人
家
が

近
く
な
っ
て
い
る
。
緩
衝
帯
づ
く
り
に
住

民
と
協
働
で
着
手
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
づ
く
り
で
市
街
地

の
水
害
を
な
く
す
べ
き

７
月
の
豪
雨
は
激
甚
化
の
兆
し
だ
。

①
市
が
土
地
改
良
区
や
農
家
に
協
力
を
求

め
、
水
田
排
水
が
河
川
に
流
れ
込
む
時
間

を
抑
制
し
、
市
街
地
の
浸
水
防
止
を
図
る

た
め
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
を
造
る
圃ほ

場
整
備

時
の
改
良
を
図
る
べ
き
だ
。
②
市
内
河
川

は
県
管
理
が
多
い
。
県
工
事
が
見
通
せ
な

い
中
、
市
が
掘
削
や
伐
採
を
や
り
後
年
度

に
県
負
担
に
で
き
な
い
か
。

本
年
７
月
末
、
当
市
を
襲
っ
た
雨

は
、
１
時
間
雨
量
最
大
50
㎜
を
観
測
す
る

豪
雨
と
な
り
、
各
地
で
被
害
が
発
生
し

た
。
改
正
水
防
法
が
求
め
る
、
千
年
に
一

度
と
さ
れ
る
想
定
最
大
規
模
の
降
雨
に
よ

り
想
定
さ
れ
る
浸
水
区
域
等
を
明
記
し
た

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
追
加
作
成
に
つ
い
て

伺
う
。

学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
に
つ
い
て

平
成
31
年
２
月
定
例
会
に
お
い
て
、

会
派
を
共
に
し
た
渡
部
良
一
元
議
員
の

「
学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
に
つ
い
て
」
の
一
般
質
問
に
当
時
の

関
川
教
育
長
職
務
代
理
者
は
、
ア
レ
ル

ギ
ー
食
材
の
完
全
除
去
、
除
去
品
目
数
の

拡
大
及
び
代
替
食
の
提
供
に
向
け
準
備
を

進
め
る
と
し
て
い
る
。
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

獣
害
の
被
害
防
止
対
策
が
急
務
で
な
い
の
か

猪罠の設置の様子

新
発
田
市
災
害
対
策
に
つ
い
て



一般質問

〔11〕

　

現
在
、
発
達
障
が
い
や
発
達
の
遅
れ

が
あ
る
子
ど
も
達
が
増
加
し
て
お
り
、
当

市
で
も
10
年
間
で
倍
増
し
て
い
る
。
子
ど

も
の
脳
は
６
歳
ま
で
に
急
激
に
発
達
す
る

の
で
、
早
い
段
階
で
適
切
な
療
育
を
受
け

れ
ば
、
子
ど
も
の
生
き
づ
ら
さ
を
か
な
り

の
部
分
で
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
療

育
は
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
て
お
り
、
当
市
の
発
達
障
が
い
支
援

も
幼
児
期
か
ら
の
更
な
る
拡
充
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
①
当
市
の
療
育
支
援
の
課
題

に
つ
い
て
。
②
乳
幼
児
健
診
に
お
け
る
発

達
障
が
い
の
早
期
発
見
と
早
期
療
育
支
援

へ
つ
な
げ
る
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
。

市
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
他
市
に

先
駆
け
機
動
的
な
経
済
対
策
を
講
じ
て
き

た
。
宿
泊
業
に
対
す
る
「
今
・
得
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
は
、
県
の
「
つ
な
ぐ
、
に
い
が

た
。」
や
国
の
「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
」

へ
と
続
く
経
済
支
援
策
の
中
で
、
月
岡
温

泉
で
は
昨
年
以
上
の
入
込
を
記
録
す
る
な

ど
大
き
な
効
果
を
上
げ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
で
現
状
の
問
題
点
の
先
送
り
や
業
態

転
換
の
遅
滞
な
ど
新
た
な
設
備
投
資
が
停

滞
し
た
可
能
性
も
否
め
な
い
。
飲
食
業
対

象
施
策
も
効
果
絶
大
で
あ
っ
た
が
、
宴
会

需
要
は
依
然
厳
し
い
状
況
で
あ
り
追
加
支

援
が
必
要
と
考
え
る
。
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
後
や

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
を
見
据
え
た
施
策
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
市
長
の

考
え
を
伺
う
。

飲
食
・
観
光
産
業
に
於
け
る
一
連
の

経
済
対
策
の
検
証
と
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
後
の

展
望
に
つ
い
て

お土産券引換えで賑わう寺町たまり駅

発
達
障
が
い
支
援
と
早
期
療
育
の

必
要
性
に
つ
い
て



一般質問
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国
保
税
が
他
の
医
療
保
険
よ
り
高
く

な
る
要
因
の
ひ
と
つ
に
、
国
保
に
し
か
な

い
「
均
等
割
」
の
保
険
料
算
定
が
あ
る
。

①
基
金
を
活
用
し
て
、
払
え
る
国
保
税
に

引
下
げ
は
で
き
な
い
か
。
②
多
子
世
帯
の

「
均
等
割
」
の
軽
減
措
置
を
す
べ
き
。

佐
々
木
地
区
に
お
け
る
特
別
産
業
廃

棄
物
の
焼
却
施
設
の
計
画
に
つ
い
て

新
発
田
市
で
初
め
て
の
特
別
産
業
廃

棄
物
の
焼
却
施
設
で
あ
り
、
環
境
に
影
響

が
出
る
の
で
は
と
不
安
の
声
も
あ
る
。
①

当
初
の
説
明
会
か
ら
３
年
が
経
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
は
。
②
県
に
お
い

て
審
査
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
現
在

の
進
捗
と
今
後
の
推
移
に
つ
い
て
伺
う
。

大
規
模
・
集
中
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

拡
充
を
。
①
医
療
・
介
護
施
設
、
学
校
等
、

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す
れ
ば
多
大
な
影
響

が
出
る
施
設
等
に
「
社
会
的
検
査
」
を
行

い
、
感
染
拡
大
防
止
が
求
め
ら
れ
る
が
伺

う
。
②
医
療
崩
壊
を
起
こ
さ
な
い
手
立
て

を
国
に
求
め
る
べ
き
。

持
続
可
能
な
教
育
環
境
と
す
る
た
め
に

コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
の
不
安
や
様
々
な

ス
ト
レ
ス
で
子
ど
も
達
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
。
①
本
市
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
等
の
配
置
に
つ
い
て
。
②
給
食
費
の

公
会
計
化
実
施
で
教
職
員
の
「
徴
収
・
管

理
」
の
負
担
を
軽
減
す
べ
き
で
あ
る
が
考

え
を
伺
う
。

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
払
え
る
国
保
税
に

加藤 和雄

感
染
拡
大
の
第
３
波
に
備
え
、
検
査
・

保
護
・
追
跡
の
強
化
を



開かれた議会を目指して
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－  ホームページで市議会を紹介しています  －－  ホームページで市議会を紹介しています  －
https://www.shibata-shigikai.jp/

市議会のホームページでは、市議会のしくみや議員名簿、議会日程等を掲載して
います。
本会議や常任委員会で議員の質問や市長等の答弁を記録した「会議録」を検索閲

覧することができます。スマートフォンやタブレット端末でも検索できます。他に
も、｢市議会だより｣ のバックナンバー（83号以降）
を見ることができますので、ぜひご覧ください。
なお、このたびの 12月定例会の会議録は、２月

中旬頃に掲載予定です。
また、これまでの会議録（冊子）は、市立中央図

書館（イクネスしばた内）に設置されています。

意見交換会を実施しました！意見交換会を実施しました！
議員の政策能力の強化や政策提案の拡大を図ることを目的に、テーマを設定して市
内の各種団体と意見交換会を実施しました。各団体の現状や課題、意見を伺うことが
でき大変有意義なものとなりました。今後の議会での議論につなげていきます。

・実 施 日：令和２年 11月 20日
・対象団体：新発田市建設業協会
・テ ー マ：建設業協会の活動について
　　　　　  建設業会の課題について

経済建設常任委員会関係

経済建設常任委員会関係の
意見交換会の様子

・実 施 日：令和２年 10月 15日
・対象団体：新発田市歯科医師会
・テ ー マ：歯科医師会の活動について
　　　　　  （仮称）口腔ケア条例について

社会文教常任委員会関係

・実 施 日：令和２年 11月 16日
・対象団体： 大倉喜八郎の会、まち遺産の会、新発田歴史文化プロジェクト、

諏訪町自治会長
・テ ー マ：蔵春閣の活用方法について
　　　　　  新発田駅前エリア活性化に向けた取組について

総務常任委員会関係
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議案は分野ごとに所管する常任委員会に付託され審査されます。
その審査の経緯と結果は、本会議で各常任委員長が報告し、質疑、討論を経て採決されます。
（※以下は、審査状況の一部を紹介しています。）

常任委員会の審査状況

　12月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案12件、請願２件、陳情１件で、審査
の結果、請願・陳情は採択すべきものとし、議案はすべて可決すべきものとしました。

■「蔵春閣」の利活用について、市民との協働による検討を求める請願書及び
　「蔵春閣」の付帯施設整備への早期着工と一体的な利活用の早期実施に向けた陳情について

■「核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書の提出に関する請願書」について  

委員長　板垣　　功総 務 常 任 委 員 会

本会議における経済建設常任委員会の委員長報告 社会文教常任委員会の付託議案審査の様子
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　12月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案６件、陳情１件で、審査の結果、陳
情は継続審査とし、議案はすべて可決すべきものとしました。

■旧御免町幼稚園跡地に関する陳情  

■令和２年度一般会計補正予算（第12号）について（当委員会所管分）  

委員長　水野　善栄経済建設常任委員会

委員長　宮崎　光夫社会文教常任委員会
　12月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案11件、請願１件で、審査の結果、議
案はすべて可決すべきものとし、請願は不採択すべきものとしました。

■令和２年度一般会計補正予算（第12号）について（当委員会所管分） 

■令和２年度一般会計補正予算（第13号）について 

■ 老齢基礎年金等の抜本的な改善を求める請願について  
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議会報告会を開催しました議会報告会を開催しました
　11月21日、22日、28日に、市役所本庁舎、菅谷コ
ミュニティセンター、五十公野コミュニティセンター、
佐々木コミュニティセンター、川東コミュニティセン
ターにおいて、計６回、議会報告会を開催しました。
　報告会では、令和元年度一般会計決算関係を中心に９
月定例会で審議された内容を説明したほか、参加された
皆さんと活発な意見交換を行うことができました。
　いただいたご意見等を基に、市民の利益と福祉の向上
に努めてまいります。

【会場での主な質疑応答】
Ｑ　一般会計歳入の2.8％減は何が減ったのか。　

Ａ　自主財源（地方公共団体が自主的に収入しう
る財源）はあまり減っていないが、依存財源 
（国又は県の意思により定められた額を交付され
たり、割り当てられたりする収入）が減ったた
め。

Ｑ　市長からの提案が多いが、議会側からの提案
はないのか。

Ａ　議員に予算編成権はないので、予算に関する
提案はできないが、条例などは出している。ま
た、議員定数なども発議できる。

Ｑ　もし、決算が議会で否決されたらどうなるの
か。

Ａ　もう既に執行されているものなので、来年度
に向けて改善されていく。

Ｑ　市の人口減少対策は。

Ａ　交流人口を増やして、定住者を増やす努力は
続けている。また、子育てしやすい環境を整備
するなど、出生率を高めるための政策もとられ
ている。待機児童ゼロ政策はその一つ。

【参加者からいただいた主な意見等】
・市内の観光案内看板を増設してほしい。

・アイネス駐車場に設置されている新発田城の
案内看板が小さくて見にくい。

・65歳以上のインフルエンザ予防接種につい
て、他市に隣接する地域もあるため、他市で
接種した場合でも、払戻しの手続なしで無料
接種できるよう検討してほしい。

・蔵春閣の建設により、東公園内の既存トイレ
が使いづらくなった。

・私有林の管理がしっかりできていないところ
がある。森林を守るために森林環境譲与税が
使われるようにしてほしい。

・坂井川の水害を心配している。河川の樹木伐
採等、継続実施をしてほしい。

開かれた議会を目指して
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市議会・議会報告会に関するアンケート結果 ※アンケート回答数：61
※対象者：議会報告会参加者

○会議のFM生放送 ○会議のインターネット中継

よく聞く
10%

たまに聞く
　34%

○会議の傍聴 よく傍聴する
6%

未記入 2%

たまに
傍聴する
　18%

ほとんど
傍聴しない
　15%

傍聴した
ことはない
　59% ほとんど

聞かない
　26%

聞いたこと
がない
　30%

よく見る 3%

たまに
見る
11%

ほとんど
見ない
　20%見たことが

ない
　66%

○意見交換○報告や説明の内容

未記入
10%

よく
わかった
18%

だいたい
わかった
　54%

あまり
わからな
かった
11%

よくわから
なかった 7%

○報告や説明の時間
未記入 11% 長い 2%

普通である
　77%

短い
7%

わからない
3%

よかった
41%

未記入
10%

普通である
34%

物足り
なかった
  10%

わからない
  5%

○議会報告会
未記入 2%

○市議会だより

よく見る
64%

たまに見る
　29%

ほとんど
見ない
　5%

○市議会ホームページ

よく見る
11%

たまに見る
　25%

ほとんど
見ない
23%

見たことが
ない
  41%

４回以上
参加
23%

２～３回
参加
　24%

１回参加
10%

初めて
参加
　41%

見たことがない 2%

議会報告会についての主な意見・感 
想・提案など（アンケート記入分）
〇 意見交換ではなく、陳情要望の場になっていて残
念。定住・移住の話し合いがほしかった。
〇 より多くの方々（若い人たちにも）に興味を持っ
てもらいたいと思いました。
〇 平日の夜に開催し、より市民の意見を聞き、議会
での質問に反映させてもらいたい。年に３～４回
くらいあってもよいのでは。
〇 マスクを使用しているので話が少しわかりにく
かった。
〇小学校区、中学校区の地域で行ってほしい。
〇 参加して大変よかった。今後も開催をお願いした
い。勉強もしていきたい。

　11月30日に初めて「YouTube Live」を利用し
たWeb議会報告会を試験的に行いました。
　開始時にエラーが発生し、事前にお知らせしてい
たURLを急きょ変更して配信することとなってしま
いました。また、ご質問はチャットでお受けし、内
容は非表示とする予定でしたが、当日は表示されて
しまうなどのトラブルもありました。
　視聴を予定してくださっていた方、ご質問をくだ
さった方にはご迷惑をおかけいたしました。
　今回の課題を検証し、今後の実施の在り方につい
て検討してまいります。

Web報告会を試験実施！

配信中の様子
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編　集　委　員 編集後記

変更等の場合は、ホームページ・エフエムしばた等でお知らせします。

2月定例会日程予定2月定例会日程予定2月定例会日程予定2月定例会日程予定
日 月 火 水 木 金 土
2/14 15 16 17 18 19 20

告示日 

議会運営 
委員会

請願・陳情 
提出期限

21 22 23 24 25 26 27

議会運営
委員会

本会議

（ ）
予算審査
特別委員会
（財務課長総括説明）

28 2 3 4 5 6

本会議
（一般質問１日目）
意見書提出期限

本会議
（一般質問２日目）

本会議
（一般質問３日目）
議会運営委員会

7 8 9 10 11 12 13

総務常任
委員会

社会文教
常任委員会

経済建設
常任委員会

議会運営
委員会

14 15 16 17 18 19 20

本会議

（ ）
予算審査 
特別委員会
（総務関係）

予算審査 
特別委員会
（社会文教関係）

予算審査 
特別委員会
（経済建設関係）

予算審査 
特別委員会
（市長総括質疑）

21 22 23 24 25 26 27

議会運営
委員会

本会議

（ ）

初日・提案
理由説明・
委員会付託

※一般質問２日目及び３日目は、一般質問の通告議員が多い場合に行います。

最終日、一般
会計新年度予
算議案採決

マニフェスト大賞(※)の応募者ロゴマーク
※ 自治体の議会・首長や地域主権を支える市民等の優れた活動
を募集し表彰するもの。優れた取組が広く知られ互いに競う
ようにまちづくりを進める「善政競争」の輪を拡げるために
設けられた。

本市議会
行政視察状況
（10月）
①視察先　
②視察内容

☆令和会
①新潟県佐渡市
②世界遺産登録に向けて
　朱鷺と暮らす郷づくり認証制度について
　広域観光連携について
　DMO活動について

本会議を本会議を
生中継しています生中継しています

本会議（定例会のみ）の開始（午前本会議（定例会のみ）の開始（午前
10時）から終了まで中継します10時）から終了まで中継します

市議会ホームページはこちらから

https://www.shibata-shigikai.jp/
新発田市議会 検 索

③インターネット生中継
市議会ホームページで生中継します。
下の二次元コードま
たは「新発田市議会」
で検索し、「本日の議
会中継」からご覧く
ださい。

②インターネットサイマルラジオ
下の二次元コードまたは、エフエム
しばたのホームページのバナー
から聴くことができます。

①FM放送
エフエムしばた（76.9
MHz）で生放送します。

3/1

一般議案・補正
予算議案採決、
会派代表質問


